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ヴァージニア植民とは何だったのか�

序

　����年４月��日発布のジェームズ一世の勅許状により本格的に活動し始めた

ロンドン・ヴァージニア会社は����年に解散するまで合計三回の勅許状を発し

ている。いわゆる公式文書によるヴァージニア植民宣言である。第一勅許状後

イギリスはヴァージニア植民を国内外に宣言し，植民活動が始動する。イギリ

スの海外進出はもとよりヴァージニア植民が最初ではない。�������	�
���，

�������	
���
��，�������	�
���
�等の記録が雄弁に物語っているように，イギリ

スはアメリカのみならずヨーロッパ大陸への進出をも企ている。そもそもイギ

リスの海外進出の目的は何であったのか。ジェームズ一世の勅許状が宣言して

いるように，植民の目的は異教徒へのキリスト教布教にあったのか。ヴァージ

ニア植民の宗教的性格を強調した���������		���とは異なり�，私は異教徒へのキ

リスト教布教は二次的な問題で，植民による金銭的な利益こそがヴァージニア

会社及びヴァージニア植民の第一の主要目的であると考えている。この問題の

解明にあたり私はヴァージニア会社・植民に関連する一次資料を本論の研究対

象とするが，その資料には以下がある�。

�　会社成立に関わる王と枢密院によって発布された特許状，勅許状及び命

令書。　

�　宮廷管理書に記録されている冒険商人の活動報告書。ここには植民，土

地の認可，その他植民を推進し，収入増加のための経済政策・計画が記録

されている。

�　植民事業を行うに際し，会社が植民統治者へ与えた依頼，植民者への規

高　　橋　　正　　平

ヴァージニア植民とは何だったのか
―― 公式文書から見るヴァージニア植民 ――



��

�人文科学研究　第 121 輯

則，指示。

�　植民地からの報告，宣言書，書簡，不平。

�　一般人から植民事業への信頼を得，冒険商人を確保し，会社の会員の関

心，支持を維持するために出版した宣伝書，広告，宣言書，パンフレット，

説教。

�　会社の会員と個々の植民者との間の私的往復文書。

�　��世紀の他の会社や諸都市の記録と政府役人かヴァージニア会社の業務

には直接関係していない人達の記録。

本論では，公的文書によるヴァージニア会社・植民に関する公的文書と私的文

書から植民事業の実態解明にあたるが，主として上記の���を中心にして論

を進めたい。最初ジェームズ一世の三編の勅許状，種々の指示・命令・布告と

及びヴァージニアからの書簡・報告書，及び��������のヴァージニア報告書『新

しく発見されたヴァージニアに関する簡潔にして真なる報告書』（����），

�������	の『貴重な価値のあるヴァージニア』（����），���������	
���
��の『イ

ギリスヴァージニアへの旅の歴史』（����），�������	の『ハクルート遺作』（����）

等からヴァージニア会社及びヴァージニア植民の目的，実態を明らかにした

い。

１

　ジェームズ一世の勅許状は����年４月��日，����年５月��日，����年３月��

日の３回にわたって発布されているが，特に最初の勅許状はヴァージニア植民

の目的を明示したものとして注目に値する。ヴァージニア植民は����年，��年

の��������	���
��によるロアノーク島植民失敗後，ジェームズ一世が勅許状を発

布することによってそれまでの私的な事業から国家的事業へと方針を変え，

ヴァージニア植民に対し国家が主導権を握ったのである。ジェームズ一世がア

メリカ植民を認可した背後にはイギリス国内の社会的な理由があった。対外的

にはカトリック大国スペインへの対抗意識とイギリスのヨーロッパ諸国への経

済的依存からの脱却があり，ヴァージニア植民によりイギリスは自国経済の自
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給自足を望んでいた。この問題については�������	�が『西方植民論』（����）で

言及しているが��，彼によればイギリスの毛織物等の市場開発，余剰物資の供

給地，余剰人口に由来する失業者・浮浪者問題及び対スペイン戦略基地として

のアメリカ植民の重要性からしてヴァージニア植民はどうしても必要であっ

た。ヴァージニア植民はイギリス国内の社会問題解消と同時にイギリスの国威

発揚的な性格を伴った海外進出であったとも言える。イギリスの国威発揚と国

内の社会問題解決を一気に狙ったヴァージニア植民は，ジェームズ一世の勅許

状によってロアノーク島植民失敗後のイギリス国民に新たな局面を与えること

になった。ヴァージニア植民の中心的存在となるジェントルマンの台頭，余剰

人口の出現，植民事業へのロンドン商人とジェームズ一世王朝の関心があい

まって，ジェームズ一世は����年４月最初の勅許状を発布し，ヴァージニア植

民を国家事業として認可した。海外植民という大事業を行うに際し最大の問題

点はその運営資金である。いかにして海外植民に必要な資金を集めるか否かが

植民成功の鍵を握っている。�������のロアノーク植民が物語っていたように

もはや海外植民は個人の資金ではとうていやり終えることはできない。そため

にできるだけ多くの植民賛同者から資金を集めるために共同出資会社が設立さ

れることになった。会社はあらかじめ価格を決め，賛同者に株式を配当して資

金を集め，植民の利益を出資者に配当する方法をとったのである。共同出資会

社設立の趣旨からヴァージニア会社の全容が浮かび上がってくる。ヴァージニ

ア会社はロンドン商人のヴァージニア植民での利益追求とジェームズ一世王朝

がかかえる種々な問題解消が合致したことから生まれた商業的色彩が極めて強

い会社であった。ところが����年の第一勅許状を見ると，会社の商業的性格は

希薄化され，代わりに会社の宗教的使命が全面に出されている。第一勅許状は

植民地の地理的範囲の明示，ヴァージニア会社とプリマス会社の植民領域設

定，王と王の代理人の権限を明示した後で次のように言う。
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「神の知識と崇拝の暗闇と不幸な無知の中にいまだ住んでいる人々へキリスト

教を布教」し，「やがてはかかる地に住んでいる異教徒と未開人を人間的な礼儀

正しさと落ちついた静かな統治」へと至らす「かくも高尚な事業の促進」とう

たう上記の文章には商業的な会社の姿は全く見られない。ヴァージニア植民者

へ強い影響を及ぼした�������	�の『西方植民論』第一章でも彼は，英国の西方

植民の第一の目的を「キリストの輝かしい福音を宣べ伝え」「正しい，完全な救

いの道に引き入れる」こととし，これが「まず真っ先に行われるべき主要な仕

事」とし，いかにキリスト教徒にふさわしい使命を植民において行うかを強調

している�。ジェームズ一世の第一勅許状はこのような流れを汲み，最初にキ

リスト教の布教を全面的に掲げる。一般の植民者や冒険植民者がいかなる理由

からヴァージニア会社へ参加し，出資したかと言えば，それはまぎれもなく利

益であった。ヴァジーニア会社を「共同出資会社」としたこと自体が会社の性

格を如実に表している。しかしながら会社の使命をキリスト教布教とした勅許

状の真の意図はどこにあったのか。第一勅許状にはヴァージニアでの金，銀，

銅発見の際して，金銀に関してはその５�１，銅に関しては���１をロンドンの

親会社に納めなければならないと規定されていた。ヴァージニア会社としては

これが出資者への配当にあてる利益であった。しかし第一勅許状は全体的には

ヴァージニア会社植民の宗教的使命が特記され，一般の出資者や植民者の最大

の関心事である利益配当についてはあまり触れていない。公式の勅許状で言及

するには余りにも露骨すぎる嫌いがあったのかもしれないが，それにしても出

資者が最も知りたい「利益」に関する記述は希薄である。東インド会社同様

ヴァージニア会社への最大の関心事は投資からの配当であった。会社が期待し

ていた金銀銅は発見されなかったが，タバコの発見と国内でのタバコ需要から



��

ヴァージニア植民とは何だったのか�

くるタバコ栽培への関心はやはりその利益であった。�����������は『東行きだ

よおー！』（����年）で「ヴァージニアには金が豊富である」と書き，また�

�������	
���
��	は「真珠や金を得るために，我々の真珠や金を手にするために，

地球唯一の楽園ヴァージニアよ」（��������	��
��
������
���
�������）と書いた

が，これらは当時の一般人のヴァージニア像である。ヴァージニアは人々に一

攫千金の夢を実現させてくれる場所であったのである。����年��月��日発布の

『規約，指示，命令』では国王直属のヴァージニア評議会の設置とその役員選出

について記されているが，そこでもキリスト教布教について「神の真の言葉と

神への奉仕とキリスト教が説かれ，植え付けられ，用いられるべき」ことが触

れらている�。

　����年５月��日，ジェームズ一世は第二勅許状を発布する。この勅許状は�

��������	�
���	���の協力を得て���������	��
	����が作成したと言われているが，

ジェームズ一世の恣意的権力による統治から被統治者の同意と植民者の労働の

結果を享受する権利重視の統治を容認したものである。注目すべき点は資金確

保のために株式を公開し，自費でのヴァージニア渡航者は株主の地位が保証さ

れ，資金のない者はヴァージニアでの７年の労働条件で会社の年季契約奉公人

として渡航できた。７年の奉公があける際に奉公人は自由となり，さらに会社

の利益の配当と最低���エーカーの土地の配分を受けることになった。この勅

許状では，植民者にヴァージニアでの金銀銅等の発掘権を与えると共に，多く

の職人，同業者組合にヴァージニア植民に参加させていることも注目に値す

る。ヴァージニア植民の目的がより明確化されている点で第二勅許状から

ヴァージニア会社の全容がうかがい知れるが，ヴァージニア会社組織の運営強

化をねらい国王の介入を最小限にくいとめ，植民者個人の権利を重視した点で

アメリカ憲法の原点を指摘する人もいる。その第二勅許状でも最後にヴァージ

ニア植民の主要な目的は異教徒の改宗が記されている。
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「神と真の宗教へのかかる土地に住む人 ［々インディアン］の改宗と救済」こそ

がヴァージニア植民が本来目指すべき大目的なのである。会社の商業的性格を

明確にしたあとで最後に会社の宗教的使命をわざわざ付け加えることで会社は

ヴァージニア植民の大儀名文を植民関係者に訴えている。����年５月，ヴァー

ジニア総督��������	�
���へのヴァージニア評議会の指示・命令・規約では

ヴァージニア統治のために様々な助言がなされているが，カトリック大国スペ

インを意識したプロテスタントとしてのイギリス国教会の布教活動の重要性を

強調し，無神論，冒涜，ローマ・カトリック教，教会分裂は神の名誉と教会の

平和と安全のために戒めてとして処罰されねばならないと言う。更にヴァージ

ニア植民の最も敬虔・高尚な目的として原住民インディアンのキリスト教改宗

を掲げ，実際にインディアンの子供をキリスト教に従って教育すべきことを指

示する。
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�������	�
���への会社からの指示には植民の強化のために南洋（太平洋）航路・

鉱山の発見，交易，貢物，植民者のワイン，ピッチ，タール等生産向上が言及

されている。ヴァージニア植民への大きな期待が寄せられているにもかかわら

ず，キリスト教布教をヴァージニア植民の第一の目的としていることに植民事

業の複雑さが窺える。

　����年３月��日発布の第三勅許状は勅許状としては最後のものである。この

頃にはヴァージニア植民がいかなる結果をもたらしつつあるかが徐々に明らか

になりつつあったが，最初に「キリスト教の布教と野蛮な人々を文明と真の人

間へ教化すること」����に触れているのである。興味深いことにこの第三勅許状

では植民事業遂行のための資金集めに宝くじ導入の決定をしている。一方では

宝くじによる植民資金集め，他方ではキリスト教布教といったように「聖」と

「俗」が混在したヴァージニア植民の実態がかいま見れる。ヴァージニア会社発
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布の三回にわたる勅許状及び会社からの指示・命令等から本来は商業的性格の

強い会社が宗教という大義名分を全面に持ち出し，植民の利益追求を背後に押

しやっていることがわかる。ヴァージニア会社は本来は株式会社であり，株式

会社は株主への利益配分の義務がある。キリスト教布教だけの名の下で一般人

が植民事業へ参加をしたかははなはだ疑問である。もちろん信仰心に厚い人も

中にはいたであろうが，�����������や�������	�が抱いていていたヴァージニア

像が一般人の間ではより強かった。ヴァージニアと言えば「金」なのであり，

これはヴァージニア植民以前からイギリスがヴァージニア植民に抱いていた妄

想でもあった。以上はヴァージニア植民に関する公式文書であるが，ヴァージ

ニア会社による「宣言書」と実際にヴァージニアへ行った人々の報告書や書簡

ではヴァージニア植民はどのように報告されているのであろうか。次にこの点

について触れてみたい。

２

　����年，����年，����年の勅許状発布後，ヴァージニア会社は当初の予想に

反した植民の実状を否定し，さらなる植民への関心を引き起こすために「宣言

書」と報告書を出版する。実際����年の植民以来，植民が目指していた現地の

政情の安定，経済的繁栄及びインディアンとの和解は期待していたほどではな

かった。そのような状況のなかで「宣言書」や報告書は勅許状に沿い，ヴァー

ジニア会社を全面的に支援する。これらは出版年代順には以下の通りである。

�　�������	�
����
��������	
���	�（����年���月）

�　�������	�
������������		��
����
�����（����年���月）������
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この他にも当時の著名な説教家によるヴァージニア会社擁護の説教やヴァージ

ニア植民者・探検家からの報告書－�������の『ヴァージニア報告』，�������

������の『ヴァージニア入植についての真実の話』，���������	
���
��の『イギ

リスヴァージニアへの旅の歴史』，����������	
�の『����年ヴァージニア植民談

話から集められた観察報告』　等－及び私信があるが，本論では上記の「宣言

書」，ヴァージニア植民参加者達からのヴァージニア植民についての報告書か

らヴァージニア植民の実状を見てみたい。上記の�の������の『ヴァージニア便

り』はヴァージニア植民称賛の韻文で，�の�������	
�の『イギリスヴァージニ

ア植民のために』はヴァージニア植民運営・管理に関わる法律集で，本論とは

直接関係がないので取り上げない。他の宣言書，報告書はヴァジーニア会社の

宣伝文書で内容は明白である。それらは，勅許状との関係から見るとすべてが

勅許状に沿った内容で，ヴァージニア植民賛美の文書であることがわかる。こ

れらの宣伝文書ではヴァージニア植民の正当化，目的，利益について論じられ，

ヴァージニア植民の先行きが疑問視されるなかで，出資者及び植民者に植民成

功の確約が与えられている。最初に�の『新しいイギリス』を見てみたい。

��������が『新しいイギリス』を発表した����年はヴァージニア植民にとって

危機の年であった。����年に勅許状を得て，ヴァージニア会社は同年８月と��

月に植民者をヴァージニアへ送るが植民は成功とは言えなかった。同年��月

の�������	
������

	���等による植民は一応の成功を収める。�������	は����年

６月に帰国するが，ヴァージニアでは指導者が次々と交代し，ヴァージニア植

民の前途が危ぶまれていた時期であった。しかし，この機会にヴァージニア会
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社は巻き返しを狙い，次々と「宣言書」，報告書，説教による宣伝活動を開始し

た。��������の『新しいイギリス』はかかる背景から書かれた宣伝文書である。

そのなかで当然のことながら���������はヴァージニア会社・植民を全面的に支

持する。会社はそれをすぐさま出版し，ヴァージニア植民参加を計画する人達

及び出資予定者に希望と安堵の念を与えようとする。では���������はいかにし

てヴァージニア植民を擁護しているのか。��������は，最初にカトリック側（特

にスペイン）からのアレグザンデル一世の寄進状によるアメリカ大陸への領土

権主張には何も歴史的根拠がないことを主張し，イギリスのヴァージニア進出

には何ら問題はないと指摘する。その後���������は，ヴァージニア植民の現

状，目的，今後の取るべき道を指摘する。結果としてヴァージニア植民は十分

に植民の価値があり，最初は利益がないように見えるが，決してあきらめるこ

とのないようにとの激励で「新しいイギリス」は終わっている。��������にとっ

てヴァージニア植民という「崇高な承諾できる事業」は，「神の王国と神の真実

の知識をいまだ真の光が眼前に輝くのを見たことのない未開の盲目的な何百万

もの男女の間に広め，彼らの精神を教化し，その魂に安らぎを与える」����事業

である。これは既に見た勅許状が挙げていたヴァージニア植民の第一目的であ

るキリスト教のインディアンへの布教と一致している。ヴァージニア植民がま

ずなすべきことは植民地でのキリスト教の推進と布教である。キリスト教に無

知な原住民はいわば暗闇の中にいるのも同然で，その暗闇から原住民を救い出

し，教化するのはキリスト教の義務であると考える。原住民のキリスト教徒へ

の改宗は神の王国推進に至り，「迷える羊」である原住民を救うのは神からイギ

リス国民に与えられた使命でさえある。このように���������はヴァージニア植

民のキリスト教的使命を明確にする。ヴァージニア植民は世間で流布されてい

るような金銭的利得を目的とした植民ではない。何はともあれ最初に考慮すべ

きは異教徒のキリスト教への改宗であり，その改宗を通してイギリスは神の国

建設に貢献する。これはヴァージニア会社にとっては崇高な植民のための大儀

名文となる。次に���������はヴァージニア植民の目的をイギリス国王の名誉と

イギリス王国拡張とする。ヴァージニア植民は単なる商業的事業にとどまら

ず，イギリス国王とイギリス国家のためというより大きな視点からヴァージニ
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ア植民がとらえられる。それによって，植民者に愛国心を植え付け，さらには

スペインにとって代わる世界のリーダーとしてのイギリスを強く人々に訴える

ことを忘れない。

　　��������	
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ジェームズ一世はダヴィデ王，ソロモン王にたとえられ，ヴァージニア植民は

旧約聖書のダヴィデやソロモンの他民族征服に比較される。ジェームズ一世の

アメリカ植民には前例があることが指摘されるのである。王の名誉は臣下の増

大にあり，そのためには他国の植民も許されるという論理である。予言者ダニ

エルは，多くの者を正しい道へ導き入れる征服により永遠に光り輝いた。その

ようにジェームズ一世もヴァージニア植民によって異教徒を義の道へ導くこと

により歴史に永遠にその名を留めることになる。��������のこれらの言葉には

ジェームズ一世を意識した愛国的な王への賛辞が伺われる。聖書の人物と彼ら

の行動を巧みにヴァージニア植民者と比較し，ヴァージニア植民の正当化を訴

える���������の手法は以後の宣伝文書のさきがげとなる。特に説教家達による

ヴァージニア植民擁護はすべてこの手法によっており，以後ジェームズ一世の

ヴァージニア植民と植民者は旧約・新約の様々な行動と人物にたとえられる。

それは「神の書」からのお墨付きである。この愛国的心情は更に続き，ヴァー

ジニア植民により王の英知，威厳，名誉は世界の果てまで広がる�。スペインを

意識したイギリス国民へ対する国威発揚の意図をも狙った���������のヴァージ

ニア植民の目的は雄弁に述べられる。��������は，イギリス国民のヴァージニ

ア植民への熱意がさめつつあったなかでヴァージニア会社及びジェームズ一世

側に立ち，ヴァージニア植民の正当性・有用性を強く国民に訴える。ヴァージ
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ニア会社は本来は商業的な株式会社であり，出資者・植民者の目的は見返りと

しての「利益」にあったことは確かである。それにもかかわらず���������はさ

かんに宗教的使命とイギリスの国威発揚を植民の目的として挙げ，イギリス国

民を激励する。それでは���������はヴァージニア植民の利益に関して何も触れ

ていないのであろうか。確かに彼も利益については触れている。その前に�

��������はヴァージニアの穏和な気候，豊富な資源を称賛し，植民に不足する

もは何もないことを強調し，ヴァージニアを「この世の楽園」（�２）とさえ呼

んでいる。��������はヴァージニアの土地の価値は今はないかもしれないが，

時間と資金があればいずれは良くなると言う。
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��������が『新しいイギリス』を書いた����年２月はヴァージニア植民が始まっ

て以来２年が経過していたが，ヴァージニアでの植民実績は期待していたほど

ではなかった。とにかく植民者をヴァージニアへ送るには資金が必要である。

しかしヴァージニアでの経過が思わしくない状況のなかで資金投資への見返り

があるかは疑わしかった。��������はこれらの事情を十分に把握したうえで，

最初に植民の実態とはほど遠い宗教的使命を植民の目的に掲げ，その後に植民

事業の本来の目的である利益的活動に触れる。この世の楽園であるヴァージニ

ア植民による利益は何なのか。��������は金銀には触れない。��ポンド��シリ

ングの出資によって出資者は７年後に少なくとも���エーカーの土地を取得で

きるのである。とにかくただちにヴァージニアへ行き，先発隊を支援すること

が先決であり，その結果によってさらに株の配当も可能となる。ヴァージニア

植民は「見込みのある非常に豊かなすばらしい重要な出来事」����であり，今その

チャンスを逸するべきではない。��������はヴァージニア植民の利益について

は直接的には言及しない。ただ何もしないでいるよりはまず行動せよと訴え，

そのためにヴァージニア会社に投資を呼びかける。��������の主張はヴァージ
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ニア植民宣伝文書としては模範的な文書と言える。聖書からの植民の正当化，

スペインへの対抗意識からくる国威発揚，更にはヴァージニア植民投資からの

確実な収益等，人々の関心事を彼は巧みに取り上げている。��������は直接に

はヴァージニアへは行ったことはないのだが，ヴァージニアの風土や豊かな自

然についてはあたかも本人が見てきたかのような描写で，説得力のある内容と

なっている。以後のヴァージニア植民宣伝文書は���������の宣伝文書と同様の

手法で書かれることになる。次に同じ����年４月出版の��������	�
��の『ヴァー

ジニアへのよいスピード』を見てみたい。

３

　�����の『ヴァージニアへのよいスピード』は�������の『ヴァージニア入植に

ついての真実の話』と���������の『新しいイギリス』についで，ヴァージニア

植民に関する三番目の出版物である。�����の『ヴァージニアへのよいスピー

ド』は２�ヶ月前の���������の『新しいイギリス』と内容が酷似しており，�����

は『ヴァージニアへのよいスピード』を書くに際し���������の『新しいイギリ

ス』を読んでいたことは十分に予想され，実際������は���������の『新しいイギ

リス』に言及している。��������同様������も旧約聖書の一節をヴァージニア植

民に適応することから始める。�����は，ヨシュアがヨセフの子供達の企てに許

可を与えたのみならず祝福も与えたように，ジェームズ一世はヴァージニア植

民者に与えてくれたと言う。いかにしてヴァージニア植民事業を聖書に適応

し，読者に強いインパクトを与えるかは宣伝文作者の力量次第であるが，�����

は���������同様ヴァージニア植民の宗教的使命を強調することを忘れはしな

い。序文で「神の栄光」の促進と祖国の栄光と富みの拡大に従事する人は永遠

の記録に残ると述べ，ヴァージニア植民の目的を明確にする。それに反し，た

だ現世的・世俗的な金銭目当ての植民者はそれだけで終わってしまうはかない

存在である。�����は「徳よりも金，名誉より快楽，英雄的冒険より快楽趣味的

な安全を好む人たちは金と共に滅び，快楽と共に死に，永遠の忘却のなかに葬

られるだろう」と言う�。このように述べる������はヴァージニア植民の精神性
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を暗示する。ヴァージニア植民者は「美徳」「名誉」「英雄的冒険」を具現化す

る人達である。利益を求めてヴァージニアへ行くのではない。冒頭にイスラエ

ル人のカナン征服を記したヨシュア記の一節を掲げ，それを英国人のヴァージ

ニア植民に適応する。�����は英国の人口増加とヴァージニア植民をからませ，

その先例を「ヨシュア記」に求めるのである。ヴァージニア植民の場合，植民

により「神の栄光が促進され，王国領土が拡大され」「国家の名誉と名声が世界

の果てまで広がり，普及される」���。��������と同様の愛国心である。「ヨシュア

記」の中にヴァージニア植民の先例を見い出すことで������はジェームズ一世を

ヨシュアと同一視する。旧約聖書にジェームズ一世の原型を見出すのである。

なぜヨセフとヨシュアの子供達が領土を拡張したのか。それは人口増加への対

処のためである。人口増加は国家が偉大であることの証であるが，限られた国

土に収容される人数は自ずから限られてくる。それでヨシュアが人口急増問題

解決に選んだ方法は余剰人口の国外移住であった。しかしここで問題となるの

は移住先の先住民との衝突である。この問題を先住民の教化という観点から解

決する。おおむね未開の地に住む先住民は真の意味での神を知らない。そこで

彼らに真の神を教え，真の神への道を歩ませることが未開人にとってもまた神

にとっても偉大な行為となる�。キリスト教の布教により未開人を改宗させる

という口実のもとに植民は正当化される。野蛮な未開人は文明化されたキリス

ト教的支配により現世で正しく生き，来世では魂の救済が保証される。キリス

ト教により導かれなければ彼らは魂を失い，完全に根絶することになる。あく

までも植民者が行うことは先住民の教化である。彼らにキリスト教を教え，広

めることは神の王国拡大にも通じ，一方で人口問題解決，他方では神の国建設

に貢献することになる。始めに「植民」ありきで，その後に植民正当化がくる。

�����にとってヴァージニア植民の第一の目的は先住原住民の教化であり，植民

は「野蛮な人々を野蛮な生活からより文明化された誠実なキリスト教の生活へ

引き寄せること」����であり，未開人の教化を伴う植民はそれ自体が合法的とな

る。�����はこのように英国内の人口問題解消，キリスト教の布教と原住民の教

化をヴァージニア植民の目的として挙げるが，ヴァージニア植民に反対するこ

とは「神，王，教会，国家」への反対であるとさえ言明する�。植民の宗教的使
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命を強調する������は植民の利益性についても言及することを忘れはしない。

そもそもヴァージニア会社が商業的色彩の強い会社であることを考えれば会社

の商業性に言及することは������にとっては当然であり，彼は言及しなければ

ならない。一般の人々が宗教的説得よりも即座の利益の見返りに興味をもって

いたことからも言及せずにはいられない重要事項であった。ここで������は単

刀直入にヴァージニア植民がもたらす利益には言及しない。�����が『ヴァージ

ニアへのよいスピード』を書いた����年にはヴァージニア植民についての報告

や実際ヴァージニアへ行った人達が帰国し，ヴァージニア植民の現状について

の情報を一般人も入手していたはずである。ヴァージニア植民からの利益に対

してはよい情報はなかった。勢い植民反対の声が出てくることは必至である。

�����はそのような植民反対者に対して長い目でヴァージニア植民を考えるこ

とを要求する。現在の我々も先人の達成があればこそ恩恵や安楽な状態を享受

しているのであって，我々も後生の人々のためにあるのだという�。現在人々

はヴァージニア植民の結果がどうなるかは予想がつかない。しかし植民が即座

の利益をもたらさないからといって植民から手を引くことがあってはならな

い。長期的に見れば必ずや植民の利益はあるはずだ，と������は短期的な即座

の利益にはやる人々を牽制する。グレィは更に言葉を続けて永遠の備えを怠る

者には確かな永遠の希望はありえず，自分のために存在する人は後生に名を残

さないという。ヴァージニア植民に加わることはいわば永遠に名を残すこと

で，目先の利益などは眼中にあってはならない。今は何も利益はないかもしれ

ないが長い目で見れば必ずや得る物があるという主張はこのあとの説教家特

に������������が強く聴衆に訴えていたテーマでもあるが，即座の利益のを願

う人々に早まった期待は捨てよと言う。�����の『ヴァージニアへのよいスピー

ド』は���������の『新しいイギリス』を受けて，��������が扱っていたヴァージ

ニア会社の諸問題を扱っている。とりわけ������はヴァージニア植民を国内の

人口問題解決手段として考え，それに付随する他国の植民地化の合法性，長期

的な視点からの植民事業継続へと論が展開する。�����にとってもヴァージニ

ア植民のそもそもの目的は未開人へのキリスト教布教である。これが植民の大

前提で，彼はそのために聖書から前例を見いだした。ジェームズ一世の行う
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ヴァージニア植民には聖書にも前例があることから植民が合法化される。一般

の人々が最も関心があった利益には直接触れず，全般的に内容がやや理想的し

すぎた点もある。しかし，ジェームズ一世から勅許状を受けた会社として利益

称賛だけに終始できない。『ヴァージニアへのよいスピード』はジェームズ一世

を十分意識した宣伝文書としては「優等生」的な文書と言えよう。ヴァージニ

ア会社・植民擁護の公式宣伝文書は内容は同じである。宗教的使命を帯びた植

民の正当性こそが本来の植民の目的で利益は二の次である。ヴァージニア植民

擁護の宣伝文書はこの主題をめぐって多くの人が様々な文書を著すことにな

る。次に見るのはヴァージニア会社による����年の公式の「宣言書」である。

「宣言書」はヴァージニア植民をどのように記しているか。

　����年ヴァージニア会社の理事，評議員の許可を得て，『ヴァージニアで開始

した植民の目的，植民が受け入れた方法，推進された手段，神の慈悲により植

民は天の王国とイギリス国家へ実りある収穫をもたらすまで不変の忍耐強い遂

行のための植民についての国王陛下評議会の決意と決定に関する真実の偽りの

ない宣言書』という長々しいタイトルの宣言書が出版された。ヴァージニア植

民に対する様々な批判，中傷，誹謗，風評からヴァージニア植民を擁護するた

めに公式の宣言書によってヴァージニア植民の目的，方法，手段及び植民評議

会の決意と結論を偽りなく述べることによって，ヴァージニア植民へ人々の関

心を高めようというものであった。この宣言書でヴァージニア植民を「宗教的

な高尚な実現可能な」事業と見なしていることに注目したい。植民の第一の目

的は福音布教である。

　�������	
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キリスト教を説き，福音の布教によってみじめな魂を悪魔の手から救出すると

いう植民の目的はジェームズ一世の第一勅許状の文言を思わせる。ヴァージニ
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ア植民の第二の目的としてスペイン対抗の基地としてヴァージニアに累壁を築

くことである�。ヴァージニアにおける対スペイン用の防御用の砦を築くこと

とイギリス国内の人口増解決のためのヴァージニア植民は国内外の緊急問題を

解消してくれる。最後に来るのが「利益」である。
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ここで言及している“�������	
����
���”はヴァージニア会社への投資からの

利益ではなく，「肥沃な土地」ヴァージニアの農産物栽培から生ずる利益であ

る。それはイギリス国内で不足し他国に依存しなければならない農産物の

ヴァージニアからの供給により，他国からの経済的自立を目指すイギリスの政

策と一致する利益である。これまで見てきた勅許状，�������，�����と同様な

内容の宣言書である。最初にヴァージニア植民の宗教的使命，対スペイン政策

の一環としての植民及び豊かな土地ヴァージニアからの収益，これらがこの宣

言書で述べられている。��������や������と異なり先住民の土地への植民につ

いてはそれほど詳細には触れられていないが，これまでの植民の経過を述べ，

ヴァージニア植民に対して様々なうわさ，中傷が流れていた中でヴァージニア

会社は必死にそれらを打ち消し，植民の正当性・妥当性を訴え，人々の植民へ

の関心を引き起こそうとしている。同じ����年にもう一度ヴァージニア会社へ

の誹謗反駁のために宣言書が出版されている。『ヴァージニア植民の状態につ

いての宣言書，非常に価値のある植民事業の不評へ至った中傷報告への反論付

記』����がそのタイトルである。タイトルにもあるようにヴァージニア植民現状

紹介とヴァージニア植民誹謗への反駁を目的として書かれた宣言書である。宣

言書の著者は，ヴァージニア植民を�合法性�実現可能性�利益性，の三点か
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ら考察し，ヴァージニア植民はいずれにも合致することを指摘する。植民の第

一の目的は宗教［キリスト教］を原住民に植え付けることであり，二番目の目

的は国家の名誉と利益である。更にこの世の終わりの前に福音を述べ伝えるこ

とは「決然たる真理」であるとも言う�。福音を異教徒に述べ伝えることは絶対

的な真理であるが故に，ヴァージニア植民の合法性はたとえそれが先住民の土

地への進出であっても許される行為となる。ここでも植民という海外進出が宗

教の名の下に合法化されている。宣言書ではキリスト教布教の大前提のもとに

植民の合法化を強調するが，それでは聖書からの植民合法性についてはどうな

のか。これについて宣言書はオリゲネスの「神の行動は我々［人間］の訓令で

ある」を引用して，創世記��章をあげる。神は「この世に多種多様な言語があ

るのと同じくらい多くの植民地へあの分裂した人々をまき散らす」と述べ�，植

民は神によって始められたと言う。神以上にすぐれた始まりはなく，神の英知

は疑問の余地がなく，後世に神の足跡は模倣されているとも言う。ヴァージニ

ア植民の先例を聖書に見出し，それによってヴァージニア植民を正当化しよう

とするのはこれまでの方法と同様である。聖書に記されていることとヴァージ

ニア植民は同様であると言うことによって人々の植民への疑念を取り去り，安

心感を与えるのである。宣言書では聖書以外にも過去の歴史から植民の事例を

引き出し，ヴァージニア植民が最初の植民ではないことを強調する。宣言書で

は最初に植民の宗教性を論じ，ヴァージニア植民の本来の目的をキリスト教布

教に置く。それではヴァージニア植民の利益はどうなのか。ヴァージニアの土

地の豊かさ，穏和な気候，統治形態，植民者の状態及び信心深い植民者の態度

から植民が不可能であるはずはなく，必ずや植民は成功すると述べる。ヴァー

ジニアの肥沃な土地に言及することはこの宣言書以前と同様で，ヴァージニア

会社出版の公式文書では土地の肥沃さには必ず触れることになっている。ここ

で注意しなければならないことはヴァージニア会社の構成は会社に利益の還元

を期待し，投資をする人と実際にヴァージニア植民へ赴いた人の二組から成っ

ていたというこである。宣言書では前者のロンドンに留まり，ヴァージニア会

社へ投資し，利益を期待する人々には触れず，ヴァージニア植民者について触

れているのである。ヴァージニアは肥沃な土地に恵まれており，現在イギリス
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がヨーロッパ諸国に依存している産物がすべてヴァージニアで調達でき，不足

するものは何もない。これほどの条件に恵まれながらもヴァージニア植民は結

果が思わしくない。追い打ちをかけるように様々な悪い噂がヴァージニアから

イギリスへ伝ってくる。宣言書によればヴァージニア植民の結果がかんばしく

ないのでヴァージニア評議会は植民の継続か中止かを議論し，ヴァージニアに

いた��������	�
���を本国に呼び寄せ，ヴァージニア植民の現状を問いただし

た。宣言書は�������の報告に従い，ヴァージニアにはイギリスの必要とするも

のがすべて入手できると言う。木材，カイコのえさとなる桑の木（これにより

イタリア産出の絹と同じ量の絹が短時間において期待できる），鉱物（ヨーロッ

パの鉄に匹敵する良質の鉄となる），索具の原料の麻大麻や亜麻，チョウザメの

いる川，ブドウ，毛皮の材料となるビーバー，狐，リス，各種の果物，穀物

（英国よりの三倍の収穫が見込まれる）等，あらゆる物が直接ヴァージニアから

調達できるのである。イギリス人が他国に依存している産物が直接ヴァージニ

アから調達することによりイギリスの経済は自立できるという最大のメリット

がある。他国からのイギリスの経済的自立の観点から見れば，ヴァージニア植

民は単なる利益とか収益とかいう個人的なレベルではなくより大きな国家的な

レベルの事業である。個人的な利益をヴァージニア植民から期待するのではな

く国家全体の利益に資するような利益を考慮すべきなのである。他国への経済

的依存を脱し，自給自足の経済を強調する宣言書はヴァージニア会社への出資

者，ヴァージニア植民者に愛国心を煽ることになる。宣言書の作者はヴァージ

ニア植民の目的をキリスト教布教に置き，植民の商業性をできるだけ希薄にし

ようとしている。一般人の関心が植民の利益性にあったなかで作者は意図的に

宗教へ視点を移し，商業的性格の強いヴァージニア会社・植民活動を背後に移

している。これら宣言書の内容は，しかし，これまでのヴァージニア会社の公

式文書と比べた場合大きな違いはない。特徴としてはイギリス経済の自立をか

らめてヴァージニア植民を論じていることである。

　ヴァージニア評議会は����年，����年に『新しいイギリス』の出版を許可し

た��������	�
�����に『ヴァージニアの新しい生活：植民以前の成功と現在の状

況宣言。『新しいイギリス』第二部』����出版の許可を与えた。モスクワ，東イン



���

ヴァージニア植民とは何だったのか�

ド会社総督でヴァージニア会社評議員の��������	
���	����へあてて書かれたも

のである。その献呈で執筆の動機が明らかにされているように，それはヴァー

ジニア植民への様々な誤解・中傷から植民事業の正当化を説き，投資家及び植

民者に勇気と激励を与えようとするものである。ヴァージニア植民は国家の威

信を賭け，国家の政治的・社会的・経済的諸問題の解消と対外的には大陸諸国

への依存からの脱却を意図した国家プロジェクトで，単にヴァージニアの植民

だけを目指したものではない。����年の宣言書で強調されていた国家プロジェ

クトとしてのヴァージニア植民を���������は強く意識し，ヴァージニア植民当

初は植民を全面的に支持する。会社の存続が危ぶまれてくる����年前後から彼

は会社及び会社関係者を批判する立場にまわるが『ヴァージニアの新しい生活』

ではまだヴァージニア植民に対して協力的姿勢を示している。これまでの宣言

書や宣伝文書とはやや異なりヴァージニア植民の利益性を前面に持ち出さず，

ヴァージニアの過去・現在・未来に触れ，ヴァージニア植民の現状は厳しいが

決して破棄されるべき事業ではないことを���������は強調する。我々の興味を

引くのは���������がヴァージニア植民の現状をいかに見ているかである。

��������は植民の目的を王，国家，キリスト教に置き�，商業性に触れることを

避けているところがある。ただ宣伝文書の常套としてヴァージニアの肥沃な土

地，豊かな自然，産物に触れてはいる。しかしこれまでの宣伝文書と異なり，

直接的にヴァージニア会社及び植民からの利益は取り上げない。会社の宗教的

使命について���������は聖パウロの異教徒改宗のための伝道活動に触れた後で

次のように言う。
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「異教徒」を「悪魔の崇拝」から「（キリスト教の）神への奉仕」へと導くこと
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がヴァージニア植民のそもそもの目的である。この改宗があって初めて植民は

万難を克服し，植民の成就が可能となる。更に���������は先住民の改宗に留ま

らず，原住民の子供への教育の重要性をも説く。彼らを非文明化された状態か

ら文明化へ教化することがヴァージニア植民者の義務ともなるからである。彼

らにキリスト教を教え，教化する際には「忍耐」と「人間性」が必要で，決し

て暴力に走ってはならない。あくまでも平和に事を進めなければならず，かく

してヴァージニア植民から「この世の利益」が自ずと生じてくる。このように�

��������は原住民への平和的なキリスト教布教の重要性を力説すると同時に

ジェームズ一世はキリストに匹敵する「平和の王」となりうることを示唆する。

（�）平和をもたらすキリスト教の布教を力説する���������は他方で人々の

ヴァージニア植民への打算的な関心を批判し，スペインへのライバル意識から

即座にヴァージニアへ行くべきだと言う。特に後者のスペインとのアメリカに

おける覇権争いはこれまでも論じられてきており，格別新しいことではない。

スペインに遅れをとればヨーロッパのみならず新世界アメリカにおいてもイギ

リスはスペインに劣勢となる。新しい植民地建設は国内外の山積する問題を解

決するにあたり是非成功させなくてはならない事業であり，「あのまむしのよ

うな種族」����のヴァージニア進出は阻止しなくてはならない。ヴァージニア植

民の宗教的使命と同時に愛国心を扇ぎたて，人々の眼をヴァージニア植民へ向

けさせようとする愛国者���������の姿がかいまみられる。しかし，いかに高尚

な理想的な理念を掲げても一般人がすぐさま諸手を挙げてその理念の実現に奔

走するかは極めて疑問である。理想的な大義名分の裏にはより現実的な即座に

入手できるものが必要である。ヴァージニア植民の場合それはヴァージニア会

社への投資からの利益の還元であることは誰の眼から見ても明らかである。

��������は『ヴァージニアの新しい生活』でこの問題にはできるだけ触れない

ようにしていたが，しかしこの利益還元という現実の問題を論ずることなしに

は人々をヴァージニア植民へ送ることはできない。『ヴァージニアの新しい生

活』の終わり近くで���������は，ヴァージニアには確実な鉱物がり，イギリス

への輸送には不自由せず，有益な原料があると言う�。更には土壌，気候，貴重

な植物と植民者に不利益をもたらすようなものはヴァージニアには何もない�。
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「宝物」に富むヴァージニアに行かないことはない。ヴァージニアの豊かな資

源，植物を見ればいかにヴァージニア植民への中傷が間違っているかが理解で

きる。��������はヴァージニア植民者の利益について言及し，ヴァージニア会

社への投資者の利益についてはあまり触れていない。ただ冒険商人に全く触れ

ていないかというとそうではなく，実際には触れているのである。��������は

冒険商人を�即座の利益を期待し，植民の情勢が不利になるとすぐに植民から

手を引いた人，�三年間で三人の冒険商人を会社へ供給することを引き受けた

が最初だけで終わった人，�植民に対して理解を示し，時間も金も惜しまず植

民遂行に熱意を示した人，この三組に分類しているが，最後の冒険商人に対し

てすら���������は利益の確約はしない。��������は『新しいイギリス』でも露骨

にヴァージニア植民の利益には触れず，もっぱら植民の宗教的使命を強調して

いた。『新しいイギリス』と比較すると『ヴァージニアの新しい生活』は読者へ

のインパクトが弱い。それは宣伝文書と言え，『新しいイギリス』ではヴァージ

ニア植民を聖書から援護し，文体全体に植民のイメージの拡大があり，読者を

引きずり込む緊迫感があったが，『ヴァージニアの新しい生活』では聖書からの

援用も少なく，作者���������の熱意がそれほどに伝わってこない。宣伝文書と

してはやや迫力に欠ける印象を与えないでもない。『ヴァージニアの新しい生

活』で���������は新しいヴァージニア植民の生活を描き，世間で言われている

ようにヴァージニア植民が絶望的な状況にあるのではなく，植民の未来は明る

いことを言いたかったのである。その観点から意図的に植民の利益，商業的活

動に触れるのを避けたとも言えるが，一般人の最も関心が高かった利益を論ず

ることはしなかった。植民の利益については『新しいイギリス』で触れている

から今更論ずることもないとジョンソンは判断したのかもしれない。いずれに

せよ『ヴァージニアの新しい生活』では植民の宗教的使命が強調されて会社の

商業的性格には触れられていないことは注目に値する。

　����年ヴァージニア・ジェームズタウンのピューリタンの牧師�������	�
�

�������	
が現地からロンドンのヴァージニア評議会・ヴァージニア会社へ植民

の現状を伝える『ヴァージニアからのよき便り』を出版する�。これはヴァージ

ニア現地からの報告書であり，しかもピューリタンの牧師によって書かれてい
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ることからもかなりの信憑性が期待できる報告書である。ピューリタン牧師の

見たヴァージニア植民の実態はいかなるものであるか，次にこれを見てみた

い。　

　�������	
の『ヴァージニアからのよき便り』はタイトルから判断するとヴァー

ジニア現地の単なる報告書の印象を与えるが，実は説教の形式を取った聖書解

釈からのヴァージニア植民擁護の報告書で，ヴァージニアの現状には後半で触

れているにすぎない。この報告書には同じピューリタンの����������	�
����の

序文があり，そこでなぜ�������	
�が『ヴァージニアからのよき便り』を書くに

至ったかを述べている。彼によればヴァージニア植民に対する様々な中傷が飛

び交っており，ヴァージニア植民への人々の熱意が冷えることを恐れて�

�������	
は『ヴァージニアからのよき便り』を書いたのである。��������は

ヴァージニア植民を福音布教の観点からのみ考え，�������	
もその使命に燃え

てヴァージニアへ行ったのである。ヴァージニアにはサタンが住み着いてお

り，そのサタンと戦うために「ヴァージニアの使徒」としてヴァージニアへ行っ

たのである。宗教的使命をヴァージニア植民の第一目標と���������は考える

が，�������	
が『ヴァージニアからのよき便り』を書く際に取り上げた聖書の

一節は「伝道の書」��章１節の“���������	
����
������������
�����
���������	
�����
�

��������	��
��
����”「あなたのパンを水の上に投げよ。多くの日の後，あなたはそ

れを得るからである」である。�������	
の意図は神の国建設を目的とした

ヴァージニア植民への人々の関心は専ら金銭的な利益にあり，しかも即座の利

益を望む物が多いことを指摘することである。しかもヴァージニア植民の現状

はおもわしくなく，当初期待していたほどの実績をあげることができないでい

る。それ故，人々のヴァージニア会社・植民への投資も思うようにいかない。

このような悪循環を断ち切り，停滞したヴァージニア植民への人々の関心を更

に喚起するために，�������	
は聖書の一節を解釈し，それをヴァージニア植民

に適応することによって植民への精神的援助を行うのである。この手法はこれ

までも見てきたように多くの宣伝文書作者が利用していたものであり，また

ヴァージニア会社擁護の説教家がすべて利用した手法である。�������	
が「伝

道の書」を持ち出したねらいは，ヴァージニア植民は金銭的利益が目的なので
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はなくキリスト教布教がそもそも目的なのだということ，それにヴァージニア

植民は神によって導かれた植民であるということである。これまでの宣伝文書

とは異なり宗教的色彩が極めて強いものとなっているが，作者がピューリタン

ということもあってピューリタンのヴァージニア植民への態度を知るうえでも

興味深い。�������	
は「伝道の書」の一節を以下のように解釈する。つまり援

助を必要としている人に物惜しみせずに施しをすれば，神はその慈善を見てい

るから，すぐには報いはないが現世においても来世においても必ずや神からの

報いがあるというのである。
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神からの報いについて今は利益は期待できないが必ずや神からの報いはあるの

だということを�������	
�は本書で何度も繰り返す。利益よりはまずヴァージ

ニア植民に物惜しみせずに投資をすることが異国における神の国建設に与るこ

とであるということを再認識すべきなのである。神の栄光のために資力を惜し

むことがあってはならない。神からの報いについて�������	
�は次のようにも

言う。
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「約束された時」がいつかは神のみが知ることである。しかしそのときには神は

「善行」に対して必ずや報いてくれる。神からの報いに対して性急になることは
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ない�。イスラエルがカナンに定住できるまで��年を要し，最近では東インド

会社が利益をあげうまで３年間かかり，スペインやポルトガルが西インド諸島

に土地を構え利益をあげるまで様々な困難に遭遇してきた。これらを考えると

ヴァージニア植民は決してあきらめるべきではない。�������	
は，世俗的な利

益を植民に求めるのでなくむしろ神の王国建設に励むべきだと植民の宗教的使

命を強調する。
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神の王国を異境の地に建設することによって神は何も報いを約束しないのか。

神は「伝道の書」でも「多くの日の後，得る」と言っている。神はアブラハム

にカナンの地を，ソロモンには英知と富を，神の子としてキリストをそれぞれ

約束し，約束に偽りはなかったことを証明している。ならばヴァージニア植民

において神が約束を守らないことがあろうかと�������	
�はヴァージニア植民

への神の約束の確かさを疑わない。とにかく物惜しみせずヴァージニア植民へ

協力すれば，必ずや報いはあるのだ。世俗的な金銭的な利益は求めるべきでは

ない。これまでの現地からの報告書は単なる事実の羅列に終始し，イメージの

広がりには欠ける点があった。しかし，�������	
の報告書は現役のピューリタ

ン牧師の手になるだけに豊富な聖書からの引用・援用による説得は読者を魅了

せざるをえない迫力を呈しており，従来の公式宣伝文書とは質を異にしてい

る。何よりも特記すべきは�������	
�がヴァージニア植民の使命をキリスト教

布教におき，現世的な利益還元を最小化していることである。神の国建設の使

命に燃えた一ピューリタンのヴァージニアからの報告書は殊更ヴァージニア植
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民の商業性には触れない。ヴァージニア植民には神の奇跡があり，「神の手」が

あるというが，ヴァージニアという土地そのものも神によって美化された地で

ある�。�������	
はヴァージニアの豊富な資源，産物に言及し，植民にとっては

理想の地であることを示唆する。最後に次のように�������	
�が言うとき，彼は

改めてヴァージニア植民の目的を高らかに掲げ，人々の心をヴァージニア植民

へと煽るのである。
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ヴァージニア植民の宗教的使命の強調はこれまでの公式宣言書や現地からの報

告書では見られなかったものである。「戦闘的伝道者」「悪魔の首を折った神」

及び「神の国建設」はいずれもピューリタンの特性を表すものとして興味深い。

いずれにせよ俗世の富を嫌い，すべてを神のために注げというの主張はピュー

リタン以外の一般の読者にいかなる影響を及ぼしたかは推測の域を出ないが，

ピューリタンのメンタリティを知る上で重要な報告書となっている。

　����年，ヴァージニア植民秘書���������	
��が����年６月までのヴァージニ

アの現状報告書『ヴァージニアの現状と����年６月��日までの植民成功に関す

る真の論説』を出版した�。これは主としてそれまでの植民の結果とイギリス植

民者とインディアンとの友好的な関係を報告したものである。この報告書だけ

なら特に我々の注意を引くことはない。報告書には「読者へ」なる一文が添付

されており，この小文が�������のヴァージニア植民への真意を読者に伝えて

いる。なぜならそこで�������はやはり宗教性の強い植民を強調しているから

である。最初に�������は次のように言う。　
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ここにはこれまで言及されてき，これ以後も繰り返し強調される植民の宗教的

使命が要約されている。異教徒の悪魔崇拝からキリスト教という真の宗教への

改宗，原住民の未開な状態から文明化への教化，原住民の国王への服従，及び

イギリス国内の急増する人口解消策としての植民，これらを�������は述べる。

ヴァージニア植民が単なる植民として終わるのではなく，イギリス国内の政

治・社会とも密接に関連する国家的な事業であることを�������は読者に訴え

る。������はヴァージニア植民への否定的な成果への一つの反論として旧約

聖書の「民数記」を援用する。ヴァージニア植民と類似したエピソードをカナ

ンの地を探索に行ったイスラエル人達の報告に見いだす。これはモーゼに命令

されて約束の地カナンを探りに行ったカレブとヨシュア達の報告に関する箇所

である。カナンの地を探りに行った人達のなかにはカナンの地に対して賛否両

論があった。カナンは「乳と蜜の流れる地」であるが，そこに住む人達は強く，

その町々は堅固で大きいのでイスラエル人は住むことができないと言う人達，

それに対してカナンの地を攻撃し奪取することは可能だとモーゼに進言したカ

レブとヨセフである。主の命令に反し，カナンの地は征服不可能でその上下劣

な中傷を言いふらす人達をモーゼは「疫病をもって彼らを撃ち滅ぼし」「あなた

（カレブ）を彼らより大いなる強い国民としよう」と言っている。人々の嘆きを

静め，カナンの地は「非常に良い地」であり，主の命ずるままにカナンの地征

服を主張したカレブとヨシュアに耳を傾けなければならない，と�������は言

う。カレブは次のように言った。
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人々の中傷・批判をものともせず，ただ主の教え通りに実行すれば約束の地カ

ナンは得られ，主からの祝福がある。しかもカナンの地をイスラエル人は武力

ではなく「寛大」「愛」「友好」「宗教」によって獲得した。このように�������

は「民数記」からヴァージニア植民を擁護し，人々を激励する。なるほど今は

植民はうまくいかず，人々から中傷・批判があるかもしれないが，しかし，気

にすることはない。なぜならば聖書でも同様なことがあったが神が成功へと導

いてくれたからである。������は，ヴァージニアをカナンに，植民者をイスラ

エル人にたとえ，巧みに論を展開し，ヴァージニア植民は必ず成功すると言う

のである。������にとって，ヴァージニアは「天上の新しいエルサレム」����にも

等しい地である。かくしてヴァージニア植民に対し疑心暗鬼になっている人々

の不安を払拭しようとする。それではヴァージニア植民のもう一つの関心事で

ある「利益」についてはどうか。������はこれについて次のように言う。
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現地からの豊富な産物を購入すれば利益は必ず生ずる。とにもかくにもヴァー

ジニア植民事業を支持し，会社に投資をすればよいのである。そして賛同者は

ただ真面目な植民者を現地へ送れさえすれば，結果は自ずと明らかとなる。そ

して利益を性急に求めてはならないとも言う。
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������は植民の商業性については多く言及しない。ただ植民の収益性につい

ては確約できることを強調している。������は植民の主要な目的を異教徒の

改宗とし，その収益性については軽く触れているだけである。ただ辛抱強く待

てさえすればよいのである。������のヴァージニア植民擁護はこのようにそ
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の宗教的使命及び収益性からなるが，それは従来の主張と変わるところはない

のである。

　ヴァージニア会社は����年の解散まで更に二編の宣言書を出版する。����年

の『ヴァージニアの植民と状態と事態に関する宣言書：冒険商人と植民事業で

生命の危険にさらされた全ての人々の名前を付す』����と����年の��������

�������	
��の『ヴァージニアの植民地の状態に関する宣言書』����である。以下

これらのなかでヴァージニア植民がいかに報告されているかを見てみたい。

４

　����年前後はヴァージニア植民統治に関して重大な変化が生じようとしてい

た時期であった。ジェームズ一世がヴァージニア植民総督選挙に直接干渉し，

時の総督��������	����	
����の更迭を要求してきたからである。ジェームズ一

世はヴァージニア植民評議会が本国の希望に反し，民主的な選出方法で総督を

選ぼうとしていたことに難色を示していた。�������はヴァージニア植民の歴

史においては燦然たる名を残すが，ジェームズ一世からは本国の指令通りに行

動しないことで反感を買っていた。このような時期にヴァージニア会社は����

年６月��日宣言書を出版する。ここではジェームズ一世のヴァージニア植民統

治への不満は触れられておらず，専らこれまでと同様ヴァージニアが不毛で利

益をもたさらないとのうわさが虚偽で悪意に満ちたものであることに反論して

いるだけである。従来の公式宣伝文書と同様，いかにヴァージニアが肥沃で広

大でかつ十分な水に恵まれているかを，穏和な気候，健康的な風土，豊かな自

然への賛美とからませて，世間の批判に答えている。植民に専念する人々に

とってヴァージニアは神の摂理によってイギリスに取っておかれた土地であ

り，王と国家にとっては力となり名誉となる土地である�。ヴァージニアは「世

界のほとんどの地域の最も豊かな必需品」を産出し，現在ロシア，ノルウェイ，

デンマーク，ドイツ，フランス，スペイン，ペルシア，イタリアに依存してい

る産物を直接ヴァージニアで入手可能であることを指摘する。イギリスのヨー

ロッパ諸国からの経済的自立についてはこれまでも論じられてきており，この



���

ヴァージニア植民とは何だったのか�

宣言書が初めてではない。ヴァージニア植民を悪く思ったり中傷したりする人

は「無知な人」か「腐敗した心」と「邪な意図」を持った人であると言う�。ヴァー

ジニア植民の正当性をこの宣言書では植民の現状を見ることによって訴える。

最初に考えなければならないのはこれまでの植民者の数である。宣言書には

「����年に会計係と会社によってヴァージニアへ送られた船舶，人員，食糧メ

モ」が付記されており，����年のヴァージニア植民者�����人が列挙されてい

る。この数字から見てもヴァージニア植民への人々の理解が薄れたとは思われ

ない。更にヴァージニアでは植民の運営・管理も整然としており，「公平と運営

の賞賛すべき形態」����が見られ，何ら問題はない。これまでのようにヴァージ

ニア植民の宗教的使命や商業的性格をこの宣言書では全面的に扱わない。ただ

冒険商人に対しては��ポンド��シリングで���エーカーの土地が手に入ること

に触れているが，出資者がへの即座の利益還元は取り上げていない。ヴァージ

ニアの自然条件から利益の還元が保証されることは言うまでもないと言いたい

のであろうか。とにかくヴァージニア植民の現状を見れば，この植民がいかな

る性格の植民であるかが理解できる，と宣言書は訴えたいようである。宣言書

の最後で「この輝かしい事業は全能の神についての真なる奉仕を伝え，我がイ

ギリス王へ偉大さと名誉を付け加え，多くの国内の人々を処理するにあたって

の全イギリス国民の利益へと向かう」����と言うとき，やはりヴァージニア植民

の目的をキリスト教布教，国王への名誉及び急増人口問題解決に置いているの

である。最後の文言はこれまでの公式宣伝文書に則した文言であるが，いずれ

の文書にもこれらの文言が表れるということはキリスト教布教というヴァージ

ニア植民の目的がたとえそれが表向きの目的であったとしても共通の認識で

あったと言えるだろう。　

　����年８月，���������	
���
�
�は『ヴァージニア植民の現状に関する宣言

書：３月��日イギリス人への原住民異教徒によって平和と盟約の時に裏切り行

為により行われた入植者への残虐な大虐殺に関する報告を付す』を当局の検閲

を得て出版した。この宣言書は二つの意味において興味深いものである。一つ

は����年にヴァージニア会社が解散するが，その２年前に書かれているという

ことである。ジェームズ一世はヴァージニア植民の統治・管理に意義を唱え，



���

�人文科学研究　第 121 輯

総督人事に介入した。それに対しヴァージニア植民側は徐々に本国からの影響

を脱し，自らの手による選挙によって総督を選び，本国の意図とは裏腹に「民

主的に」ヴァージニア植民を管理しようとした。もう一つは宣言書にもあるよ

うに宣言書出版３�ヵ月前の３月��日にインディアンの襲撃を受け，���名が殺

害されたことである。これはインディアンとの友好関係にあったとされていた

なかでヴァージニア植民の歴史においては衝撃的な事件であった。このような

緊迫した状況のなかで�������	
���は依然として従来通りにヴァージニアの肥

沃な土地，豊かな資源を賛美し，イギリスが他国への経済的依存から脱却でき

ることを強調しているのである。����年の宣言書と酷似した内容で，����年の

宣言書も�������	
���が書いたのではないかと思わせる。たとえば次の文章は

上に引用した文章と同一である。

　　���������	
������
�［��������］��������	
��
�������	�
��	����
���	�����������

�����������	
����
��������	���������	���������	
���
���������	��	������
�

��������

�������	
��は，ヴァージニア植民の現状を土地の肥沃さ，豊富な資源，植民の

実績から擁護し，人々の植民への不安を取り除こうとしている。これまでは

����年の宣言書の繰り返しで，格別新しさはない。����年の宣言書で注目すべ

きはここで�������	
���が同年３月のインディアン襲撃に直接言及し，インディ

アンへの強硬な態度を表明していることである。これまでインディアンはイギ

リス人と比較的友好的な関係にあったが，彼らの裏切りにより���名ものイギ

リス人が殺害され，その名前はすべて記されている。インディアンはイギリス

人の恩に仇で返すような残虐な行動をし，�������	
��は彼らの裏切り行為を激

しく攻撃し，「まむしのような種族」「邪悪な異教徒」����への露わな感情を示して

いる。�������	
��はこの事件を契機に�裏切り行為への処罰，�インディアン

の土地の没収，�インディアンの産物のイギリスの所有，�インディアン教化

よりは征服，�奴隷としてのインディアン使用，�インディアンの虐殺事件の

今後への教訓，�インディアン襲撃事件をイギリス人慰めの契機とすること，
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を強調する。ヴァージニア植民擁護者・支持者として�������	
���はインディア

ン襲撃事件を単なる事件として終わらせることはしない。�������	
��は，歴史

を見ても大事業には必ず大惨事や危害がつきもので，ヴァージニア植民が経験

したインディアン事件もイギリスが大事業を行っている証である。大国は幾多

の困難を経て初めて偉業を達成できると檄をとばすのである。災い転じて福と

なる。「不断の努力」と「勇気」で難局にあたるべきで�，植民の機は熟してい

る。

　���������	
���
�
��

���������������������������	
�����
����
���


����������������

���������	
����������
��
��������������������	
�	���
����
���
	��������������������

�������	
������
���	���������
��������������	��
�����
�������
���
���
���

����������	��
	�
�����
����	���	���	�������	
�	�

��	��������	�
��
	�
�	

����������	
��
	����	�
�������	�

幾分扇情的な印象も免れないが，インディアン襲撃事件後のヴァージニア植民

への疑念・不安除去のためにはこれ位の檄は必要であった。インディアン襲撃

を悲観的に見ないで逆境をばねに更なる植民遂行へと読者を駆り立てるレト

リックの強い文章である。これまでの宣伝文書に見られたヴァージニア会社の

宗教的使命や利益性にはほとんど触れていないが，ただ��ポンド��シリングの

出資に対する���エーカーの土地の提供については前回同様触れている。全体

的なまとめとして�������	
���は次のように言う。

　　�������	
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�������	
�
����	
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�������	����	�
�����������	
��

��������
����
������������

ここにヴァージニア植民の目的がすべて列挙されている。ヴァージニア植民は

�国王と国家全体の名誉，�キリスト教の布教，�国王領土の拡張，教化，安

泰，�国家収入の増大，�無職者の雇用，�植民者，水夫，輸送の増加，�必

要産物の栽培，に関わる「崇高な事業」である。ヴァージニア会社が単なる商

業的事業ではなく国家全体に関わる事業であることを�������	
���は述べる。

これらすべてはこれまで論じられてきたことであって，�������	
��はそれを繰

り返しているにすぎない。ただここでもキリスト教布教をヴァージニア植民の

目的の一つに挙げていることに注目したい。�������	
��の宣言書の新しさはイ

ンディアン襲撃事件に言及したことで，�������	
��は����年出版の『ヴァージ

ニア，ニュー・イングランド，サマー諸島史概説』のインディアン襲撃事件記

述（第四巻）でほとんどすべて�������	
���の記述に従っている�。�������	
��

はインディアン襲撃事件を更なる植民の発展の契機となしえることを強調し，

ヴァージニア会社及び植民者を励ます。彼がキリスト教布教や植民の利益性に

それほど言及していないことは従来の宣伝文書の定石からすればルール違反の

感がないでもないが，巧みに読者を植民へと煽る彼のレトリックにはヴァージ

ニア会社擁護の説教を思わせるものがある。その意味ではヴァージニア植民の

現状に関する彼の宣言書は植民の将来への疑念を払拭する効果があったと言え

よう。

む　す　び

　����年��月��日，�������	��
�����号，���������号，�������	
�号の三隻の船が

テムズ川北岸から���人の植民者と��人の乗組員と共にヴァージニアに向けて

出航した。これがイギリスによる北アメリカ植民の第一歩であった。４�ヵ月に

渡る航海の後，����年４月��日船はチェサピーク湾に入り，最終的に５月��日

にジェームズ川に投錨し，本格的なヴァージニア植民が始まった。入植者が足

を踏み入れたヴァージニアは決して「楽園」ではなかった。入植は過酷を極め，
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����年の終わりまでに入植者の���人中，生き残ったのは��人であった。この

植民の目的は三回にわたる勅許状が記しているように「福音」の普及にあった

のか。この問題を本論では各種の一次資料に検討を加えることによって明らか

にすることを試みた。結果として言えることはヴァージニア植民にあっては異

教徒へのキリスト教布教は二次的な問題で，植民による金銭的な利益が第一の

目的であったということである。しかし，ロンドン・ヴァージニア会社は植民

の第一の目的を「利益」よりも異教徒へのキリスト教布教とした。なぜヴァー

ジニア会社が植民の宗教的使命を強調したのか。その理由はいろいろと考えら

れようが，その一つは異国の地の植民に際しては世俗的な金銭よりも原住民の

精神的・文化的教化という大義名分が対外的には聞こえがよかったということ

である。もう一つの理由はスペインの植民地政策にあると言える。南米でのス

ペインの行為はキリスト教布教を隠れ蓑にした他民族支配と現地での金銀発掘

であった。ヴァージニア会社は当然のことながらスペインの中南米での植民の

実態を知っていた。それで会社はヴァージニア植民はスペインとは異なる植民

であり，それは単なる金儲けのための植民ではなく，あくまでも異教徒イン

ディアンのキリスト教改宗にあることを強調したのである。様々な文書がこれ

を幾度となく強調していたことは上で見た通りである。�������	
���なる説教

家がヴァージニアへ同行した記録はあるが，インディアン改宗の実績は乏し

い。インディアンのキリスト教徒改宗が全く失敗したということではない。

�������	
��を処刑直前に救った伝説的な先住民女性��������	�
�のキリスト教へ

の改宗と彼女のイギリス人���������	
�との結婚はヴァージニア会社にとっては

格好の宣伝材料であった。それでもなおイギリス人によるヴァージニア植民の

実態も利益を目指した植民であることには変わりはなかった。興味深い事実

は，�������	��
�����号の船長�������	
������

	���は実はヴァージニア会社から

ヴァージニアでの金の採掘を命じられていたということである。彼は����年７

月��日にイギリスに向けてジェームズタウンを出航したが，その際，彼は

ヴァージニアから岩石を持ち帰った。�������	はその岩石には金が含まれてい

ると考え，ヴァージニア会社の有力な支援者に手紙でその旨を伝えた。結局そ

の岩石には金は全く含まれていなかった。�������	は見本の岩石は間違った岩
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石だと弁明し，もう少し忍耐強く待ってくれれば必ず金をヴァージニアから持

ち帰ってくることができると信じて疑わなかった。更に興味深いことに����年

から����年には金精錬者がジェームズタウンに送られていた記録がある。ま

た，�������	
��は「金を掘り，金を洗い，金を精錬し，金を積荷するのだとい

う夢のようなこと以外には何の話しも，希望も，仕事もしなかった」とその

『ヴァージニア，ニュー・イングランド，サマー諸島史概説』で書いている�。

このような事実があってもヴァージニア植民の宗教的使命が様々な文書で強調

され続けていたことに我々は少なからずの驚きを覚える。入植者がヴァージニ

アで行ったことは現地調査とヴァージニア経由の中国への通路発見であった。

結局，ヴァージニアでは金銀も中国への通路も発見されなかった。スペインが

ヴァージニア植民から撤退したのもヴァージニアにおける金の発掘見込みの皆

無をいち早く看破したからであった。ヴァージニアに金が発見され，スペイン

がヴァージニアを征服していたならば，今日のアメリカはどうなっていただろ

うかと考えると，ヴァージニアに金が発掘されなかったことはアメリカの将来

にとってはむしろよかったのかもしれない。入植者がヴァージニアに求めた

「金」はついには発見されなかったが，ヴァージニアはアメリカの未来にとって

は貴重な「金」であったのである。
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ヴァージニア植民とは何だったのか�
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